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御
事
歴
並
御
由
緒
大
塔
宮
護
良
親
王
は
畏
く
も
後
醍
醐
天
皇
第
三
王
子
に
ま
し
く
、
－
御
年
十
一
歳
を
以
て
御
入
室
、
後
、
延
暦
　
　
　
　
寺
に
入
り
天
憂
座
主
に
任
ぜ
ら
れ
給
ひ
御
法
名
を
尊
雲
法
親
王
と
申
し
上
げ
た
。
か
く
し
て
専
ら
文
を
修
預
武
を
練
り
御
父
帝
と
・
　
　
　
御
心
を
一
に
し
て
王
政
復
古
の
謀
を
廻
し
給
ひ
、
元
弘
元
年
比
叡
山
に
北
條
氏
討
滅
の
軍
を
起
さ
せ
給
う
潅
が
利
あ
ら
ず
、
そ
れ
よ
一
’
　
　
り
或
は
奈
良
の
般
若
寺
に
虎
ロ
を
遁
れ
、
或
は
大
和
河
内
の
山
岳
に
討
幕
の
秘
策
を
講
じ
、
賦
ぱ
十
津
川
⇔
山
峡
に
重
園
を
脱
し
、
　
、
　
　
　
　
後
に
は
吉
野
に
城
き
錦
旗
を
翻
し
て
王
事
に
恪
勤
せ
ら
れ
、
そ
の
間
令
旨
を
天
下
に
僅
へ
て
志
士
の
奮
起
を
促
し
給
う
た
。
こ
・
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に
　
べ
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於
て
所
在
勤
王
の
士
は
風
を
望
ん
で
起
ち
遂
に
逆
臣
化
條
高
時
を
繊
滅
し
て
世
に
所
謂
建
武
中
興
と
講
す
る
王
政
復
古
を
成
就
せ
し
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。
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然
る
に
賊
臣
足
利
高
氏
の
好
策
に
遭
ひ
、
捕
は
れ
の
御
身
と
し
て
建
武
元
年
十
一
月
鎌
倉
に
御
下
向
、
二
階
堂
谷
東
光
寺
の
土
牢
に
　
‥
幽
閉
せ
ら
れ
給
ひ
、
翌
二
年
中
先
代
の
鼠
に
乗
じ
て
、
直
義
そ
の
部
下
の
淵
部
義
博
に
命
じ
て
栽
し
奉
ら
し
め
た
。
時
に
御
年
ご
ギ
八
歳
實
に
建
武
二
年
七
月
二
十
三
日
で
あ
つ
た
思
へ
ば
金
枝
玉
葉
の
御
身
に
ま
し
ー
な
が
ら
櫛
風
沐
雨
十
除
年
偏
に
忠
孝
の
大
義

　

を
掲
さ
せ
給
ひ
、
伺
も
皇
談
を
翼
け
て
農
襟
を
安
ん
じ
奉
ら
せ
給
う
べ
き
に
可
惜
春
秋
に
富
ま
せ
給
ふ
御
身
を
以
て
逆
臣
の
毒
双
北

‘

蜷
れ
さ
せ
給
う
た
こ
と
は
誠
に
お
痛
は
し
く
も
畏
き
極
み
で
あ
る
さ

　
て
‘

　
、
’

ご
條
實
美
公
に
、
「
こ
の
事
を
憶
ふ
毎
に
、
何
時
も
戯
歌
し
て
涙
が
こ
ぼ
れ
る
」
と
仰
せ
ら
れ
、
叉
明
治
維
新
の
御
偉
業
に
封
し
て
は

、

〆

「
護
良
親
王
の
棘
塞
が
冥
々
の
境
か
ら
、
只
管
翼
賛
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
思
ふ
」
と
詔
ら
せ
給
ひ
、
明
治
二
年
勅
命
を
以
て
聾
腔
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迎
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感
じ
折
に
燭
れ
て
歌
を
作
ら
う
と
い
ふ
氣
分
に
動
か
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れ
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こ
と
が
多
々
あ
る
で
せ
う
　
　
　
　
　
　
八
年
都
鄙
迎
年
　
　
　
　
　
　
　
，
三
十
四
年
雪
中
ノ
竹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
S
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ
の
歌
を
自
分
一
人
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つ
て
樂
し
　
　
　
　
　
　
九
年
薪
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望
は
山
．
．
　
　
，
　
　
　
三
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．
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．
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催
し
が
あ
り
ま
す
。
と
れ
を
歌
會
と
云
ひ
ま
す
。
歌
會
は
非
常
に
古
く
か
ら
行
は
れ
て
　
　
　
　
　
　
十
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松
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改
け
色
ヲ
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新
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つ
て
そ
の
や
り
方
に
は
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
最
も
嚴
か
に
行
は
れ
て
ゐ
た
　
　
　
　
　
十
一
年
鶯
人
新
年
語
　
　
　
　
　
　
　
三
十
七
年
巖
上
，
松
゜

は
宮
中
に
於
け
る
歌
御
會
で
あ
つ
て
天
轟
下
曇
陛
下
の
御
前
に
皇
警
は
じ
　
　
＋
一
年
新
年
観
言
　
　
　
∵
三
夫
年
新
年
．
山
歌
に
堪
能
な
重
臣
が
之
に
侍
し
て
吟
詠
す
る
を
聴
し
召
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
徳
川
　
　
　
　
　
＋
三
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庭
上
鶴
順
　
　
　
　
　
　
　
呼
三
十
九
年
新
年
，
河
わ
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〒

府
の
末
に
は
國
が
飢
れ
て
ゐ
た
の
で
一
時
中
絶
の
形
と
な
つ
て
居
た
が
、
徳
川
慶
喜
公
、
　
　
　
　
十
四
年
　
竹
有
訓
佳
色
一
　
　
　
　
　
　
　
‘
四
十
年
・
噺
年
ノ
松
大
政
奉
還
に
よ
つ
て
明
治
親
政
の
御
代
と
な
る
に
及
ん
で
、
同
二
年
に
は
早
速
と
古
例
　
　
　
　
　
十
五
年
河
水
久
澄
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
一
年
・
杜
頭
．
松
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
復
活
し
て
宮
中
御
歌
會
始
を
行
は
せ
ち
丸
る
ζ
と
》
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
　
　
　
　
　
十
六
年
　
四
海
清
　
　
　
　
　
f
　
’
　
四
午
二
年
雪
沖
，
・
松
∴
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
↑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

パ．

D
ご
　
　
　
　
■

年
正
月
九
日
に
は
太
政
官
か
ら
御
達
が
出
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
年
晴
天
ノ
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
三
年
新
’
年
．
雲

㌧

御
會
始
御
題
春
來
日
暖
被
＝
仰
出
一
候
間
勅
任
官
蚊
宮
華
族
各
詠
進
可
・
有
レ
之
候
　
　
　
　
　
゜
－
＋
八
年
審
中
ノ
早
梅
・
　
　
－
　
－
　
・
四
ナ
四
年
塞
月
照
弓
梅
花
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　
尤
來
廿
四
日
辰
牛
刻
無
二
遅
々
一
持
参
宮
内
省
へ
可
二
差
拙
∵
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
年
　
緑
竹
年
久
・
　
　
　
　
　
　
　
・
四
十
五
年
　
松
上
，
鶴
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
あ
る
如
く
勅
任
官
以
上
の
詠
進
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
そ
し
て
同
五
年
に
は
　
　
　
t
°
°
二
十
年
　
池
水
静
浪
　
　
　
　
　
：
　
‘
大
」
正
｝
｝
一
年
（
宮
中
喪
㌻
に
範
園
を
廣
め
て
百
官
有
訂
よ
り
詠
進
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
、
國
民
の
間
に
も
非
常
に
　
　
　
　
二
十
】
年
雪
埋
以
松
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阜
年
肚
頭
ノ
杉
“
・

～
『
“
　
　
　
　
　
　
　
・
、
ス

｝

，
　
　
、

道
に
悔
そ
し
む
者
が
多
く
な
つ
て
來
た
の
で
、
途
に
毒
か
ら
は
辰
臣
民
も
詠
進
の
　
　
ベ
ニ
＋
二
奔
永
石
叉
久
き
　
　
㌧
　
　
塁
《
宮
紳
墾
元
榮
に
浴
す
事
が
出
來
る
こ
と
ム
な
り
ま
し
た
。
即
ち
同
年
一
月
の
宮
内
省
の
御
達
し
に
　
　
　
　
二
十
三
年
寄
以
ル
國
二
祝
　
　
　
　
　
　
　
－
－
　
五
年
寄
巳
ル
國
・
一
廟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

☆
　
　
㌔
．

、

毎
年
一
月
御
歌
會
始
之
節
、
官
員
華
士
族
借
侶
平
民
之
無
二
差
別
↓
詠
進
之
向
は
　
　
　
　
　
〆
二
十
四
奔
硫
頭
所
物
世
ら
パ
　
膓
一
　
　
　
－
♪
六
年
∵
灘
山
ノ
零
㌧
探
録
之
上
、
叡
覧
に
相
供
候
條
、
勝
手
次
第
詠
進
之
上
、
各
管
聴
え
可
二
差
出
一
　
　
　
　
　
二
十
五
年
　
日
出
ル
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
年
海
邊
．
訟
一

パ
　
誌
㌻

〉

候
、
此
旨
布
達
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曜
こ
十
六
撮
は
．
巖
上
ノ
姻
、
　
　
　
　
’
．
，
　
’
　
、
　
八
年
　
朝
ノ
謄
W
蛋
マ
，
∵
但
御
題
御
會
日
等
之
儀
は
、
毎
年
歳
首
可
・
及
＝
布
達
戸
候
事
　
　
、
‥
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
七
年
梅
花
先
春
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
丸
年
相
家
，
早
梅

　
　
、
渋
　
　
工

…

－
－
轟
▼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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・
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、
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t
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ご
゜
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㌧
　
レ
リ
脚
「
士
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「
に
ξ
っ
雪
△
1
ー
、
〉
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5
f
鰭
ヂ
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～
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゜
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ぺ
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相数青號三十八第

　昭
　和十十十十十
三二五四三ニー十
年年年年年年年年

枇
頭
．
暁

旭
光
照
波

暁
．
山
雲

新
年
言
口
志
．

山
色
蓮
㎞
天
。

河
水
清
．

海
上
風
静
（
宮
中
喪
）

山
色
新
ナ
リ

四
年

　
五
年

　
六
年

　
七
年

　
八
年

　
九
年

　
十
年

十
一
年

田
家
．
朝

海
邊
．
巌

杜
頭
，
雪

暁
．
鶏
聲

ア
シ
タ
ノ

朝
　
　
海

（
宮
申
喪
）

池
邊
．
鶴

海
上
雲
遠

而
し
て
本
年
の
御
勅
題
は
御
承
知
の
如
く
田
家
雪
で
あ
り
ま
す
、
今
東
京
朝
日
及
び
日

日
新
聞
の
記
事
に
櫨
つ
て
歌
御
會
始
の
御
儀
の
模
様
を
伺
ふ
に
、

　
　
　
　
　
　
宮
中
歌
會
始
の
御
儀

　
新
春
御
恒
例
の
歌
御
會
始
は
二
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
鳳
風
ノ
間
に
お
い
て
卒
安
の
古

を
偲
ぶ
雅
や
か
な
う
ち
に
も
新
春
を
壽
曽
嚴
か
に
行
は
せ
ら
れ
た
、
奉
仕
の
諸
員
、
特
に

陪
聴
差
許
さ
れ
た
林
法
相
、
建
部
遜
吾
博
士
、
一
宮
み
さ
を
女
史
等
御
儀
の
間
に
参
進
、

御
待
申
上
げ
る
う
ち
に
　
天
皇
、
皇
后
爾
陛
下
に
は
高
松
宮
、
同
妃
雨
殿
下
、
李
鍵
公
妃

殿
下
を
随
へ
さ
せ
ら
れ
て
出
御
遊
ぱ
さ
れ
た
。

　
讃
師
山
縣
有
道
公
は
恭
し
く
披
講
の
床
に
進
み
、
次
い
で
講
師
冷
泉
爲
系
伯
は
民
草
の

　
詠
進
歌
四
萬
一
千
四
百
九
十
六
首
よ
り
選
ば
れ
た
東
北
農
村
の
人
、
秋
田
縣
仙
北
郡
南

　
楢
岡
村
伊
藤
文
治
氏
等
七
氏
の
氏
名
及
び
選
歌
を
披
講
稜
聲
の
大
原
重
明
伯
以
下
が
朗

　
味
し
雅
趣
豊
か
な
室
氣
は
御
儀
の
間
に
み
ち
盗
れ
各
皇
族
殿
下
の
御
歌
は
一
度
、
皇
太

　
后
陛
下
並
に
皇
后
陛
下
の
御
歌
は
三
度
御
披
講
申
上
げ

絡
つ
て
山
縣
讃
師
は
謹
み
て
　
天
皇
陛
下
の
御
前
に
進
み
御
製
を
認
め
給
う
た
御
懐
紙
を

拝
受
復
床
し
て
御
硯
蓋
の
上
に
お
き
講
師
に
示
す
、
褒
聲
の
大
原
伯
は
『
み
ゆ
き
ふ
る
・
．
・
』

と
ひ
と
き
は
聲
高
ら
か
に
朗
詠
申
上
げ
、
講
頚
の
諸
員
は
第
二
句
よ
り
感
激
も
ひ
と
し
ほ

に
和
唱
、
五
度
嚴
か
に
頚
し
奉
り
こ
ム
に
晴
れ
や
か
な
御
儀
は
十
一
時
牛
す
ぎ
御
絡
了
に

な
つ
た
。　

　
　
　
　
　
御
　
　
　
　
製

み
ゆ
き
ふ
る
畑
の
む
き
ふ
に
お
り
立
ち
て
い
そ
し
む
民
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

　
　
　
　
　
　
皇
后
宮
御
歌

こ
の
秋
も
み
の
り
よ
か
ら
む
を
や
ま
た
の
さ
と
ま
し
ろ
に
そ
ゆ
き
の
ふ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
皇
太
后
宮
御
歌

里
人
の
い
ざ
み
き
ほ
ひ
て
新
米
を
納
め
し
く
ら
に
ゆ
き
そ
つ
も
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雍
仁
親
王
妃
動
一
等
　
　
勢
　
　
津
　
　
子

ζ
の
日
頃
雪
に
こ
も
，
ら
む
み
ち
の
く
の
田
つ
ら
の
さ
と
の
な
つ
か
し
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
軍
少
佐
大
動
位
　
　
宣
　
仁
　
親
　
王

こ
も
す
た
れ
か
く
る
伏
屋
ポ
い
な
く
ら
も
書
に
う
も
れ
て
春
や
ま
つ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宜
仁
親
王
妃
勲
一
等
　
　
喜
　
　
久
　
　
子

こ
ム
ろ
よ
り
の
と
か
に
と
し
や
む
か
ふ
ら
む
璽
に
明
け
た
る
小
田
の
さ
と
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
依
仁
親
王
妃
動
一
等
　
　
周
　
　
　
　
　
子

し
つ
か
や
の
庭
も
ま
か
き
も
う
つ
も
れ
て
た
入
雪
し
ろ
き
小
山
田
の
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
恭
王
妃
動
二
等
　
　
経
　
　
　
　
　
子

紅
に
そ
ら
は
ほ
の
く
明
け
そ
め
て
ゆ
き
に
か
入
や
く
ち
ま
ち
た
の
里
　
－
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
義
王
妃
動
一
等
朝
　

子

は
て
も
な
き
ひ
ろ
野
と
な
り
ぬ
菱
は
た
も
た
ふ
せ
の
い
ほ
も
雪
の
う
つ
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
憲
王
妃
勲
一
等
　
　
敏
　
　
　
　
　
子

は
つ
ゆ
き
の
晴
れ
し
あ
し
た
に
み
わ
た
せ
は
け
ふ
り
た
つ
な
り
を
や
ま
た
の
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
邦
彦
王
妃
勲
一
等
　
　
侃
　
　
　
　
　
子

け
さ
見
れ
は
ふ
り
つ
む
ゆ
き
に
小
山
田
の
い
ほ
の
軒
端
の
お
も
け
な
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
融
王
妃
動
一
等
　
　
知
子
　
女
　
王

ふ
り
つ
も
る
ゆ
き
の
ひ
か
り
に
夜
は
あ
け
て
鶏
か
ね
き
よ
き
を
や
ま
田
の
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
正
王
妃
勲
一
等
伊
都
子

行
き
す
き
し
く
る
ま
の
あ
と
も
う
つ
も
れ
て
雪
ふ
り
し
き
る
小
山
田
の
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳
宮
祭
主
大
勲
位
多
嘉
王

あ
た
ら
し
き
俵
を
つ
み
て
親
と
子
と
ゑ
み
つ
入
そ
見
る
小
田
の
し
ら
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
嘉
王
妃
勲
一
等
　
　
静
　
　
　
　
　
子

し
ら
ゆ
き
に
ふ
り
こ
め
ら
れ
て
田
人
ら
は
か
た
り
あ
ふ
ら
し
秋
の
み
の
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稔
彦
王
妃
勲
一
等
　
聰
子
内
親
王

こ
そ
の
ち
り
清
む
る
こ
と
し
田
も
畑
も
た
入
ひ
と
い
う
に
雪
の
つ
も
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
恒
久
王
妃
勲
一
等
　
　
昌
子
内
親
王

わ
ら
ふ
き
の
ふ
せ
や
つ
入
き
に
雪
つ
み
て
田
の
面
も
あ
せ
も
見
え
わ
か
ぬ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
徳
王
妃
勲
二
等
　
　
光
　
　
　
　
　
子

清
ら
か
に
田
つ
ら
の
や
な
み
ふ
り
か
く
す
ゆ
き
し
つ
か
に
も
夜
は
あ
け
に
け
り

㌧
，
　
・
　
　
　
　
　
　
・
．
　
．
　
　
春
仁
王
妃
動
一
等
　
　
直

と
よ
と
し
の
よ
ろ
こ
ひ
い
ま
た
さ
め
は
て
ぬ
山
田
の
い
ほ
に
ゆ
き
そ
つ
も
れ
る

子

、

　
　
◎
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ー
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亘
1
1
1
－
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l
¶
、

　
　
●

、

●

A“

’
◆

○

，
亀

●

’s

　
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
李
王
堤
妃
動
一
等
　
　
、
方
　
子
．
女
　
王

鳩
ダ
竃
ら
か
あ
三
る
に
は
も
竃
し
て
も
の
し
つ
か
な
る
を
婁
た
の
里

計
．
　
　
　
　
　
ジ
　
季
鍵
公
妃
動
二
等
誠
゜
　
子

號
い
㍍
か
恵
音
か
く
さ
聖
む
ら
τ
め
あ
さ
り
な
や
き
雪
の
㌘
た
は
a

　
　
　
　
口
、
。
．
　
、
s
°
〆
李
鍋
公
妃
勲
二
等
賛
　
珠

　
　
　
じ
つ
は
み
な
と
じ
の
み
の
り
を
蒙
活
ら
璽
の
あ
し
た
竃
う
り
か
象
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
〃
　
　
内
大
臣
從
二
位
動
一
等
　
　
，
臣
、
藤
原
朝
臣
倉
平
上

　
　
　
雪
ふ
か
き
砺
田
の
ふ
せ
や
の
も
ち
の
木
の
み
や
あ
さ
る
ら
む
ひ
え
と
り
の
丘
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
大
臣
從
二
位
勲
一
等
　
‘
臣
源
朝
臣
恒
雄
上

　
　
　
こ
と
じ
ま
た
み
ぷ
の
り
ゆ
た
け
ぎ
ざ
か
な
ら
む
や
ま
も
田
つ
ら
も
ゆ
き
ふ
か
く
し
て

　
　
　
い
　
題
　
者
　
　
一
掌
典
長
殺
御
歌
所
長
正
三
位
勲
三
等
公
爵
　
　
臣
　
藤
原
朝
臣
公
輝
上

震
　
　
ぶ
り
つ
も
る
雪
に
ふ
せ
や
も
う
つ
も
れ
て
田
川
ぴ
と
す
ち
は
え
て
な
か
る
る
　
、

i
籠
蕾
わ
た
る
㌧
え
て
鷲
鵠
酬
竃
な
り
㌍
源
朝
臣
有
道
上

　
　
　
　
　
駈
　
者
　
　
　
　
　
　
　
御
歌
所
寄
人
從
四
位
動
四
等
　
　
臣
　
卒
朝
臣
胤
明
主

構　
　
　
田
人
等
か
よ
ろ
こ
ふ
年
の
は
つ
ゆ
き
も
大
御
こ
入
う
に
か
ぺ
る
か
し
こ
さ

　
　
：
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
’
御
歌
所
寄
人
從
四
位
勲
四
等
　
　
臣
　
藤
原
朝
臣
幸
次
上

　
　
　
と
り
か
音
も
清
き
朝
か
な
小
山
田
の
稻
茎
し
ろ
く
ゆ
き
の
つ
も
り
て

載
　
講
師
　
・
∴
御
歌
所
参
候
正
三
篇
爵
臣
警
朝
臣
爲
系
上

　
　
－
む
き
也
叉
ゆ
た
か
な
ら
む
と
か
た
り
づ
入
つ
も
れ
る
ゆ
き
を
田
人
よ
ろ
こ
ふ

　
　
　
　
　
登
聲
　
　
　
　
　
　
　
、
御
歌
所
参
候
從
三
位
伯
爵
　
゜
臣
　
源
朝
臣
重
明
上

育
　
　
ざ
え
わ
た
る
つ
く
は
お
ろ
し
や
さ
そ
ふ
ら
む
雪
に
な
り
ゆ
く
か
つ
し
か
の
里

　
　
　
　
　
講
　
頒
ド
パ
掌
典
兼
御
歌
所
主
事
從
三
位
勲
六
等
伯
爵
　
　
臣
　
源
朝
臣
重
行
上

　
　
　
あ
さ
ま
た
き
ふ
ゆ
く
る
雪
に
M
さ
み
な
く
馬
ひ
き
い
た
す
里
の
若
人

　
　
　
　
　
奉
行
゜
㍉
毒
典
御
歌
ぽ
参
嫉
旋
二
位
勲
五
等
子
爵
　
臣
藤
原
朝
臣
量
弘
上

　
　
　
日
の
御
旗
軒
ぴ
ピ
撫
ひ
喰
声
せ
や
よ
り
千
町
田
か
け
て
雪
ふ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
講
　
頚
㌧
　
　
陸
軍
工
兵
中
尉
從
三
位
動
四
等
子
爵
　
　
臣
　
安
倍
朝
臣
重
季
上

　
　
　
ふ
り
つ
も
る
雪
の
あ
し
た
は
わ
ら
ひ
た
く
煙
の
ほ
り
て
里
そ
し
ら
る
S

　
　
　
　
　
講
　
頚
，
　
　
　
’
㌧
　
・
　
　
　
　
‘
　
從
四
位
子
爵
　
　
臣
　
菅
原
朝
臣
在
知
上

　
　
　
お
ほ
ね
あ
ら
ふ
人
さ
む
け
な
り
ひ
え
の
ね
の
雪
ふ
き
お
ろ
す
し
ら
川
の
さ
と

　
　
　
　
　
奉
行
　
，
　
御
歌
所
参
候
從
三
位
勲
四
等
男
爵
　
臣
藤
原
朝
臣
國
貞
上

）
　
　
み
つ
↑
る
ま
め
く
る
拾
と
さ
へ
し
つ
か
な
り
み
ゆ
き
ふ
り
し
く
小
田
の
ひ
と
つ
や

5
　
　
　
　
講
　
頒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
四
位
男
爵
　
　
臣
　
藤
原
朝
臣
雅
脩
上

（
　
　
雪
は
れ
て
朝
日
た
入
さ
す
小
山
田
の
い
ほ
の
軒
は
に
み
旗
ひ
ら
め
く

　
　
召
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
御
歌
所
寄
人
從
四
位
動
六
等
　
臣
　
菅
原
朝
臣
叉
次
郎
上

夕
食
す
る
田
つ
ら
の
庵
に
灯
と
も
り
て
暖
か
け
に
も
つ
も
る
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
歌
所
寄
人
從
五
位
動
…
五
等
　
　
臣
　
源
朝
臣
英
一
上

，
さ
と
ひ
と
は
雲
は
こ
ひ
き
て
な
か
し
け
り
あ
ひ
る
の
あ
そ
ふ
か
と
の
田
か
は
に

　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
歌
所
寄
人
從
五
位
　
　
臣
卒
朝
臣
元
臣
上

山
と
ほ
き
か
つ
し
か
小
田
は
は
り
の
木
と
草
屋
と
あ
り
て
雪
お
も
し
ろ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
歌
所
寄
入
從
五
位
勲
五
等

臣
源
朝
臣
義
清
上

こ
ゑ
あ
け
て
た
ひ
と
は
い
は
ふ
た
か
ら
田
の
そ
の
お
ほ
み
た
の
雪
も
か
く
や
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
歌
所
寄
人
從
六
位
　
　
臣
藤
原
朝
臣
且
正
上

家
人
か
せ
と
の
板
井
に
通
ひ
に
し
あ
と
こ
そ
見
ゆ
れ
小
田
の
お
ほ
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
縣
仙
北
郡
南
楢
岡
村
正
七
位
勲
七
等
　
　
伊
藤
文
治
上

大
雪
に
そ
り
ひ
く
人
も
立
ち
よ
り
て
わ
ち
火
を
か
こ
む
小
田
の
一
つ
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
東
淀
川
匿
十
三
南
之
町
三
の
四
　
佐
中
精
一
上

鳴
子
引
き
逐
ひ
し
雀
の
ね
く
ら
さ
へ
思
ぴ
や
ら
る
入
夜
は
の
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
町
大
町
六
四
一
　
小
津
た
み
上

ぬ
ま
水
の
ぴ
か
り
も
さ
む
き
葛
飾
の
田
つ
ら
の
さ
と
に
雪
は
ふ
り
つ
入

　
　
　
　
　
　
　
　
三
重
縣
河
藝
郡
玉
垣
村
宇
柳
村
舟
三
番
屋
敷
　
　
島
　
　
　
　
明
上

冬
や
す
み
里
に
か
へ
り
て
し
つ
か
に
も
ひ
ろ
き
田
の
面
の
雪
を
み
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
縣
中
島
郡
組
父
江
町
中
牧
　
　
海
田
五
百
都
上

さ
え
く
れ
し
伊
吹
讃
う
し
に
尾
は
り
田
の
た
ゐ
の
家
む
ら
雲
そ
つ
も
れ
る

　
　
　
　
愛
知
縣
中
島
郡
平
和
村
大
字
六
輪
字
東
前
卒
七
二
の
二
　
　
角
田
と
も
ゑ
上

う
ふ
す
な
の
紳
に
ま
う
つ
る
道
の
み
は
雪
に
あ
と
あ
り
小
山
田
の
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
岡
縣
八
幡
市
大
藏
六
九
六
　
上
田
三
鄭
上

松
明
を
と
り
て
お
、
9
た
つ
鋤
き
そ
め
の
う
し
の
せ
し
ろ
く
た
ま
る
雲
か
な

　
　
　
　
聖
慮
畏
き
極
み
　
　
千
葉
胤
明
氏
謹
話

畏
き
御
製
を
拝
し
御
歌
會
始
御
絡
了
後
黙
者
千
葉
胤
明
氏
は
謹
ん
で
語
る

　
謹
み
て
．
田
家
雪
の
御
題
に
就
て
申
せ
ば
紳
な
が
ら
の
道
を
津
々
浦
々
迄
教
へ
こ
め
と

　
い
ふ
明
治
天
皇
の
御
製
の
聖
慮
を
御
糠
承
遊
ば
さ
れ
て
國
家
の
大
本
た
る
農
事
御
奨
勘

　
の
た
め
に
は
畏
く
も
陛
下
御
親
し
く
御
苑
内
の
御
田
に
お
り
立
た
せ
給
う
て
農
家
の
勢

　
苦
を
御
實
験
遊
ぱ
す
御
韻
験
か
ら
農
家
の
御
｝
番
に
苦
し
む
時
期
の
雪
申
の
事
を
思
召

　
さ
れ
て
賜
つ
た
御
事
で
あ
る
様
に
拝
察
す
る
、
御
製
は
千
萬
無
量
の
御
感
想
を
骨
身
も

　
凍
る
大
雪
の
申
に
立
つ
て
変
を
ふ
む
一
農
夫
の
上
に
集
め
さ
せ
ら
れ
て
お
よ
み
遊
ば
さ

　
れ
た
事
を
深
く
恐
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
以
上
は
臣
民
に
封
せ
ら
れ
る
御
事
ば
か
り
で
あ

　
る
が
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
昨
今
は
こ
の
嚴
寒
中
に
も
か
入
は
せ
ら
れ
す
終
夜
御
寝

　
も
遊
ば
さ
ぬ
程
の
御
苦
勢
と
も
れ
承
る
事
を
肝
に
銘
じ
て
上
下
を
通
じ
拝
察
せ
ね
ば
相

　
す
ま
ぬ
と
存
じ
上
げ
ま
す
。
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（6）武相椴育競三十八第

勅
題

家

（
橿
醸
鰭
譲
筆
）

本
誌
に
寄
せ
ら
れ
た
謹
詠
の
藪
々
は
、
詠
進
こ
そ
し
な
か
つ
た
が
、
縣
下
免
童
生
徒
の
代
表
作
と
も
云
ふ
べ
き
優

秀
作
で
あ
る
是
は
阜
に
登
載
せ
ら
れ
た
見
童
生
徒
の
榮
饗
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
國
民
精
紳
漏
養
の
上
に
も
好
果

を
齎
ら
す
で
あ
ら
う
こ
と
を
信
じ
て
廣
く
供
覧
に
呈
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

男
子
中
等
學
校
’
（
受
付
順
）

物
皆
は
足
ら
は
ぬ
賎
が
家
な
れ
ど
心
ゆ
た
か
に
雪
を
見
る
か
な

稻
む
ら
に
一
夜
つ
み
に
し
白
雪
の
今
朝
を
う
ら
入
に
四
方
に
照
り
映
ゆ

む
ら
雀
噂
る
昔
に
も
初
春
の
天
津
日
匂
ふ
雪
の
草
屋
根

雪
深
き
里
の
伏
屋
に
初
日
さ
し
大
室
高
く
煙
た
な
び
く

ふ
る
雪
に
子
等
は
ひ
そ
ま
る
園
櫨
裏
ぱ
た
遠
く
文
執
る
兄
偲
び
つ
入

降
り
つ
み
し
田
家
の
雪
も
み
な
は
れ
て
初
日
輝
く
東
雲
の
室

賎
が
家
の
雪
に
埋
れ
し
軒
端
に
も
輝
き
立
て
る
日
の
御
旗
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
中
等
墨
校

豊
年
の
し
る
し
の
み
雪
ふ
り
つ
み
て
里
わ
の
家
ゆ
ひ
る
し
つ
か
な
り

い
へ
く
は
ま
し
ろ
き
ゆ
き
に
つ
入
ま
れ
て
倭
ら
う
つ
お
と
は
何
虚
よ
り
す
る

わ
ら
は
へ
も
翁
も
出
て
入
も
ろ
と
も
に
を
う
か
む
今
朝
の
ゆ
き
の
初
日
子

小
山
田
の
雪
間
に
梅
の
匂
ひ
來
て
春
の
心
に
ま
か
せ
つ
く
初
根

し
つ
の
や
は
春
の
み
ゆ
き
に
あ
け
そ
め
て
の
き
は
に
な
ひ
く
日
の
丸
の
旗

こ
そ
よ
り
も
み
の
り
豊
か
に
か
り
あ
と
の
稻
田
の
株
に
降
れ
る
初
雲

大
君
の
御
威
稜
田
の
面
に
銀
の
み
の
り
壽
ぐ
民
く
さ
の
家

稻
束
を
ゆ
た
か
に
積
み
し
こ
の
脊
に
静
か
に
雪
の
お
と
き
ヒ
ゆ
な
り

豊
な
る
年
の
し
る
し
と
ふ
り
つ
も
る
田
浩
の
家
の
軒
の
白
雪

喜
び
の
光
も
た
ら
し
は
つ
春
の
ひ
は
お
し
照
れ
り
田
舎
や
の
雲

降
る
雪
に
わ
ら
や
の
園
櫨
裏
赤
く
も
え
て
ま
と
ゐ
業
し
く
豊
年
を
祝
ふ
’

湘
南
中
學

相
原
農
竃

横
濱
二
中

吉
田
島
農
林

商
工
實
習

自
　
修
　
校

紳
師
本
科

横
須
賀
實
業

　
伊
勢
原
高
女

　
女
子
師
範

　
御
所
見
實
科

　
小
田
原
高
女

　
横
濱
高
女

横
須
賀
實
践
女

　
戸
塚
實
科

　
卒
塚
實
睦
女

　
秦
野
高
女

　
新
名
高
女

二
C

竃
四

　
五

　
二商

一

　
二
E

ニ
ノ
四

山柳谷石唐高高
・川暴川木下田

浦　敏信正幸三
助榮夫司氣男太

本四．三四本四四三　三家
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井山曾松小朝久高西上川
上。我本山長保橋村原崎
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降
り
つ
も
る
雪
に
埋
み
し
村
里
に
日
の
丸
の
旗
あ
か
く
立
て
り

小
山
田
の
惟
は
明
け
て
鶏
の
鳴
く
静
け
き
年
の
雪
の
朝
か
な

白
妙
の
雪
に
埋
れ
し
賎
ケ
家
も
安
け
き
春
に
國
旗
立
つ
見
ゆ

冬
山
の
ま
ろ
き
を
お
ほ
ふ
し
ろ
た
へ
の
ゆ
き
に
ひ
と
す
ぢ
紫
の
け
む
り

遠
ち
の
山
こ
ち
の
田
の
面
も
降
り
つ
め
て
雪
に
明
る
き
茅
屋
な
り
け
り

青
　
年
　
學
　
校

昨
夜
か
ら
降
り
績
き
し
や
あ
の
雪
喝
今
朝
の
朝
日
に
輝
く
田
家

わ
ら
ぶ
き
の
屋
根
を
う
づ
め
し
雪
白
し
人
の
心
の
姿
に
似
た
る
も

園
櫨
火
を
か
こ
む
親
子
の
む
つ
ま
し
さ
ひ
と
し
ほ
深
し
雪
降
る
夜
は

青
々
と
室
は
晴
れ
た
り
よ
き
日
よ
り
遠
く
浮
き
立
つ
富
士
の
よ
ろ
し
き

田
の
面
の
解
け
初
め
に
け
る
雪
中
に
菱
青
く
伸
ひ
山
家
明
る
き

静
け
さ
の
粉
雪
や
み
日
本
晴
朝
日
に
ふ
る
ひ
起
つ
竹
む
ら
を
見
つ

稔
り
し
と
よ
ろ
こ
び
あ
ふ
る
秋
も
す
ぎ
田
の
面
は
見
へ
ず
雪
の
あ
け
ぼ
の

入
相
の
鐘
の
遠
近
な
り
ひ
ぱ
く
卒
和
な
里
に
雪
降
り
し
き
る

こ
の
秋
の
み
の
り
豊
け
き
き
ざ
し
か
な
門
田
に
つ
も
る
今
朝
の
白
雪

さ
ら
く
と
降
り
行
く
雪
は
い
と
ま
な
く
冬
の
田
家
の
寒
き
夕
暮

降
り
つ
み
し
雪
は
舞
れ
た
り
田
の
家
に
ゆ
た
け
く
の
ぼ
る
朝
の
け
む
り
の

賎
が
家
も
恵
み
の
雪
に
い
う
と
ら
れ
昇
る
初
日
に
照
り
は
ゆ
る
な
り

積
む
雪
の
軒
に
か
ら
み
て
煙
立
つ
伏
屋
伏
屋
の
朝
あ
け
に
け
り

鶏
舎
廣
く
白
く
光
り
て
山
の
家
雪
く
つ
る
昔
に
鶏
は
寄
り
合
ふ

横
演
市
内
小
學
校

雪
ふ
か
き
山
田
の
は
て
に
く
つ
き
り
と
日
の
丸
の
旗
た
て
し
家
見
ゆ

人
も
來
ぬ
山
里
の
家
に
昔
も
な
く
雪
降
り
に
け
り
新
春
の
朝

軍
人
出
で
し
伏
家
を
聖
世
の
眞
白
き
雲
は
深
く
つ
」
め
り

ひ
と
と
こ
ろ
緑
の
菱
を
の
ぞ
か
せ
て
背
戸
の
畠
の
初
雪
の
朝

　
千
歳
高
女

　
戸
部
實
践

　
平
塚
實
科

横
濱
第
一
高
女

　
足
柄
實
高
女

山脊書三生宮向瀬
　　　　　城丘
北義義保田野女谷

小
田
原
第
一

長長大上中

井井野溝里

市
場
尋
高

西
戸
部
尋
高

旭
辱
高

石
川
尋
高

三二本本本
　B四三四

本
二

本
二

本
一

研
一

　
五本

四
本
二

二
部
一

　
研本

三
本
四

　
研本

一
本
一

石
塚
美
恵
子

織
茂
　
正
　
子

河
野
敏
子

根
岸
泰
子

武
屋
美
恵
子

原
　
　
勢
　
治

杉
田
久
美
子

熱高佐北高正池柏大高關梅
田橋藤島橋井田木川橋　津
　み　　　　　　　 ト

俊ね兵嘉時正久ジ詳義　竹
夫子治雄成晴男子雄照延造

尋
六
　
鷲
見
千
　
里

高
一
　
土
　
屋
改
造

高
二
高
瀬
秀
夫

高
二
卒
　
野
利
男

㌣
愼
【
　
「
、
」
」
」
　
　
　
　
　
と
七
」
E
　
　
　
　
　
頑
宝
司
ヨ

，
コ
ー
二
只
　
へ
－
n
　
　
コ
、
、
　
　
　
L
ば
恥
、
．
　
　
　
巴
　
，
イ
ー
　
　
，
，
～
　
白
ま
蒐
’
黎
斎
‖



免
・
　
＝
　
＜

♪
寧
ト
「
紅
　
’
－

・
♂
ー
議
鴛
曇
、
影
騰
讃
竃
饗

（亀）彙
槙
．

敬、竃號三十螂
芦

　▼　　　　r＞　　　Ptl

－
　
ぷ

叉

字
、
レ

、

　
　
　
　
ハ

轡
誌》

謬

　
　
　
㊨

、

tぷ　j
　paPtL短煕｝・

si…峡

鞭 ぶ

㌔
　
　
　
’
、
か

“
　
　
誌

パ
　
⇔
．

苓
　
　
β

　
　
⑨

鰺
諺

，
古

恒

㌣
轡

〉
・
°

’

　
・
∨

　
　
　
曝
、

鑑
臨
、

シ
ピ
ム
ベ
マ

．…

A
㌫
㌻
ご
．

騨

誌
・鞭

い匙1癒

村
里
の
屋
、
根
に
積
れ
る
雪
こ
そ
は
清
き
心
の
。
君
に
た
と
へ
ん

散
り
敷
け
る
庭
の
落
葉
の
埋
れ
て
山
の
田
家
に
初
雪
ぞ
降
る

雪
哺
れ
の
小
田
の
と
ま
や
に
ぴ
と
す
ち
の
煙
ゆ
た
か
に
立
ち
の
ぼ
り
け
り

大
雪
の
ふ
り
て
し
づ
け
き
村
里
に
ど
ζ
か
餅
つ
く
昔
の
す
る
な
口

か
や
ぶ
き
の
田
家
の
屋
根
に
豊
年
の
き
ざ
し
も
見
え
て
積
る
白
雪

お
と
も
な
く
野
山
は
雪
に
明
け
ゆ
き
て
わ
ら
家
わ
ら
家
に
観
ふ
御
代
か
な

晴
れ
わ
た
る
室
の
光
も
さ
わ
や
か
に
野
邊
の
草
家
に
雪
ぞ
か
讐
や
く

野
も
山
も
銀
こ
め
し
曉
に
難
鳴
き
て
旗
ひ
る
が
へ
る

初
日
の
出
を
が
み
し
心
紳
々
し
田
合
の
家
の
雪
の
あ
し
た
に

元
日
や
影
は
見
え
ね
ど
勇
ま
し
く
雪
の
中
に
ぞ
難
の
鳴
く

常
盤
木
も
藁
屋
も
雪
に
埋
れ
て
朝
日
輝
く
大
八
洲
國

野
も
山
も
白
く
埋
め
し
雪
や
み
て
我
が
物
顔
に
ほ
」
白
の
鳴
く

雪
ふ
り
て
馬
屋
の
ま
へ
の
か
ひ
ば
を
け
白
く
う
つ
も
れ
初
日
か
げ
さ
す

山
里
の
わ
ら
家
に
雪
の
ふ
り
つ
み
て
こ
と
り
こ
と
り
と
水
車
の
お
と

田
も
畑
も
雪
白
妙
に
明
け
ぬ
れ
ば
藁
屋
に
の
ぼ
る
煙
長
閑
け
き

田
も
家
も
眞
白
の
雪
に
お
ほ
は
れ
て
く
ひ
な
の
聲
に
初
日
か
野
や
く

豊
か
に
も
つ
も
り
し
雪
に
田
舎
家
の
あ
さ
げ
の
つ
ど
ひ
樂
し
か
る
ら
ん

田
も
は
た
も
道
も
わ
か
ら
ぬ
雪
の
朝
か
す
か
に
聞
ゆ
難
の
聲

梅
ケ
枝
の
合
間
に
見
ゆ
る
田
舎
家
の
後
に
白
き
竹
の
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
須
賀
小
學
校

里
の
家
も
田
の
面
も
雪
に
埋
れ
て
今
う
ら
入
か
に
初
日
の
ぼ
り
ぬ

田
舎
家
の
た
の
し
き
門
の
松
竹
に
さ
ら
く
と
降
る
清
き
雪
か
な

初
春
や
梅
二
三
り
ん
ほ
ζ
ろ
び
て
國
旗
ひ
ら
め
く
雪
の
田
合
家
，

し
つ
が
や
の
庭
に
ほ
こ
ろ
ぶ
紅
梅
に
や
さ
し
く
か
ほ
る
初
春
の
雪

卒
塚
市
内
小
墨
校

末
吉
尋

女
乎
師
範
附

西
前
尋
高

青
木
尋

豊
岡
尋

城
郷
尋
高

濱
町
　
尋

同南
太
　
田

金
澤
尋
高

壽
尋
高

杉
田
尋
高

同同大
鳥
尋
高

紳
　
　
　
橋

幸
ヶ
谷
尋
高

東
姦
　
尋

吉
田
尋
高

諏
訪
尋
高

澤
山
尋

田
　
戸
　
尋

浦
郷
尋
高

　　　　　高高高　　　　　　高
高尋高尋尋ニー二高尋高六六二六六六高六
二四六五五女女男二六二　　男　　　三男
三坪太渡布永椎鹿中小高角積向稻植長大安

木鴫邊嶋難饗木‥癖鴫木齋
文英佐　淑明士＋之つヨ　　　秀志絢義
子三子清子子枝郎助きシ宏亨茂敬樹代子信

高尋尋高
一“ @ノts　ノ、　“

石瀧水後
渡口島藤
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イ静津ズ
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ク
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♂

た
か
山
も
ひ
ろ
野
も
雪
に
お
ほ
は
れ
て
し
つ
が
家
と
ほ
く
二
つ
三
つ
見
ゆ

松
し
げ
る
岡
よ
り
見
れ
ば
野
邊
違
く
雪
の
彼
方
に
う
る
む
灯
火

野
も
山
も
苫
屋
も
銀
の
衣
着
て
清
ら
か
な
春
お
と
つ
れ
に
け
り

明
け
初
め
し
藁
屋
の
軒
に
舞
ぴ
集
ふ
雀
の
落
す
雪
し
ぶ
き
か
な

川
崎
市
内
小
學
校

豊
年
の
雪
に
明
け
行
く
村
里
の
静
け
き
様
や
御
代
の
春
な
り

降
り
つ
も
る
雪
の
中
よ
り
煙
た
つ
わ
ら
や
の
く
ら
し
た
の
し
か
る
ら
ん

野
も
山
も
雪
深
く
し
て
賎
ヶ
家
の
わ
ら
打
つ
昔
も
か
す
か
に
き
こ
ゆ

降
り
績
き
積
れ
る
雪
も
今
朝
奔
れ
て
田
家
に
見
ゆ
る
日
の
丸
の
旗

郡
下
小
　
學
校

村
里
に
燈
火
見
ゆ
る
夕
暮
に
い
つ
し
か
雪
は
降
り
始
め
た
り

豊
年
と
老
も
若
き
も
と
も
人
＼
に
喜
び
勇
む
田
舎
や
の
雪

初
日
の
出
わ
ら
や
の
屋
根
に
さ
し
出
で
入
雪
と
け
そ
む
る
元
日
の
朝

す
ぱ
め
な
く
田
家
の
朝
は
明
け
そ
め
て
初
日
に
光
る
雪
の
さ
や
け
き

足
び
き
の
山
家
の
庭
の
白
雪
に
か
ほ
り
も
ゆ
か
し
紅
梅
の
花

初
春
の
聲
も
間
も
な
㌔
き
田
舎
家
の
屋
根
に
重
た
し
豊
年
の
雪

い
な
ぶ
ら
に
っ
む
白
雪
や
朝
日
て
る
八
千
代
と
な
き
て
す
ぱ
め
と
び
け
り

雪
の
朝
南
天
の
木
に
ふ
ん
わ
り
と
綿
ぼ
し
か
」
り
日
に
輝
け
り

雪
ふ
り
て
の
ど
か
に
暮
す
し
つ
が
や
の
君
の
め
ぐ
み
を
枇
ひ
尊
ぶ

朝
日
か
げ
賎
の
藁
家
に
か
ぎ
ろ
い
て
雪
の
晴
れ
た
る
里
の
静
け
さ

な
ご
り
な
く
晴
れ
て
そ
よ
き
日
鳥
取
り
と
童
い
で
た
つ
雪
の
田
圃
へ

山
雀
追
は
れ
來
り
て
藁
屋
根
の
雪
を
散
ら
し
て
喜
び
合
へ
り

降
り
つ
も
る
雪
は
草
屋
を
白
妙
に
う
づ
め
て
ぬ
く
し
俵
っ
む
里

昔
も
な
く
屋
根
よ
り
垣
へ
雀
と
ぶ
雪
の
朝
の
山
の
邊
の
家

雫
塚
第
四

平
塚
第
二

卒
塚
第
一

干
塚
高
等

御
幸
尋
高

櫻
本
尋

宮
　
　
　
前

川
　
崎
高

大
野
尋
高

向
丘
尋
高

高
坂
尋

高
坂
尋

綾
瀬
尋
高

腰
越
尋
高

走
水
尋

瀬
谷
尋
高

小
田
原
第
二

相
川
尋
高

藤
澤
高

足
柄
尋
高

日
吉
尋
高

都
岡
尋
高

　　　尋
高辱尋五
一六六松
杉朝田伊
　長
山千中藤
　鶴
洋子實理

　
　
　
越
川
総
子

尋
六
　
永
野
ピ
　
サ
・
子

尋
六
　
宮
川
雅
子

高
二
砂
川
富
士
子

高高簿高高高尋尋高高尋尋尋高
二二五二二二五三一一五六五二
榎加瀬稻石中川渡三山石長松永
本：藤戸葉井野口邊橋田　田島本村
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雪
降
れ
る
山
家
の
朝
は
静
か
な
り
雀
の
さ
え
す
る
聲
め
に
き
は
し

野
も
畑
も
雪
に
埋
れ
り
賎
が
家
の
櫨
…
邊
に
ぎ
は
t
秋
の
・
み
の
り
に

し
ろ
が
ね
の
重
き
を
積
み
し
藁
屋
に
も
朝
餉
の
煙
の
ぼ
る
た
の
し
さ

豊
作
の
し
る
し
な
る
か
な
畑
の
も
に
萎
の
芽
残
し
雪
は
ふ
り
け
り

谷
あ
ひ
の
藁
家
も
木
々
も
雲
は
れ
て
き
ん
ぎ
ら
ー
と
朝
日
さ
す
な
り

雲
の
夜
は
静
か
に
明
け
て
一
す
ぢ
に
は
る
か
の
家
に
入
管
の
旗

門
の
田
の
雪
の
ゆ
た
け
き
賎
家
に
立
て
る
昭
和
の
光
榮
か
ゆ
く

野
も
里
も
ひ
と
し
く
つ
」
む
白
雪
に
庭
端
の
南
天
色
さ
え
て
見
ゆ

家
毎
に
立
つ
門
松
に
降
り
つ
み
し
雪
は
は
れ
た
り
小
山
田
の
春

あ
ば
ら
家
の
軒
の
雀
の
留
守
の
巣
を
そ
つ
と
つ
ム
ん
だ
屋
根
の
雪
か
な

し
ろ
が
ね
の
雪
に
埋
れ
る
田
舎
家
の
日
に
輝
け
り
薪
年
の
朝

元
日
の
晴
れ
た
る
朝
の
雪
景
色
野
中
の
家
も
喜
び
み
ち
る

大
雪
に
雨
戸
も
か
た
き
賎
が
家
に
煙
細
く
も
立
ち
の
ぼ
り
け
り

白
雪
の
藁
屋
に
深
く
積
り
つ
ム
御
代
は
豊
か
に
年
立
ち
に
け
り

初
雪
の
し
き
り
に
積
る
田
舎
家
に
松
雀
飛
び
來
て
鳴
き
さ
わ
ぎ
居
る

雪
積
る
夕
静
け
き
里
の
家
に
藁
打
つ
昔
の
高
く
ひ
野
け
る

小
野
の
端
の
山
の
ふ
も
と
に
一
人
立
つ
賎
家
の
屋
根
に
つ
も
る
白
雪

明
方
の
難
鳴
き
て
雲
深
き
し
つ
が
ふ
せ
や
に
煙
ほ
の
見
ゆ

さ
し
の
ぼ
る
初
日
ま
ば
ゆ
く
輝
け
る
雪
の
苫
家
の
け
む
り
豊
か
に

雪
の
上
に
朝
日
が
さ
し
て
わ
ら
屋
根
も
前
の
田
圃
も
白
く
か
が
や
く

ゐ
な
か
や
の
庭
あ
た
入
か
く
敷
藁
の
新
し
き
上
、
に
む
ら
ぎ
え
の
雪

家
ま
ば
ら
野
は
廣
々
し
我
が
里
の
雲
の
あ
し
た
の
朝
ぼ
ら
け
か
な

新
し
き
俵
を
積
み
て
團
簗
な
す
蔚
端
の
雷
A
ゆ
た
か
な
り
け
り

豊
か
な
る
年
の
し
る
し
の
書
つ
み
て
賎
の
家
々
輝
き
ゆ
ぐ
も
゜

難
ゐ
聲
も
し
つ
か
に
聞
え
來
て
草
屋
く
に
つ
も
る
白
雪
　
　
’

降
ゆ
つ
も
る
奪
を
か
い
た
る
遣
あ
り
て
た
ど
ゆ
て
行
け
ば
わ
ら
家
な
抄
け
り

●

C
ー
ー
1

、

●

三
保
寡

川
村
尋
高

開
成
尋
高

厚
木
尋
高

小
出
尋
高

松
田
章
高

名
倉
尋
高

菩
義
尋
高

中
津
尋
高

大
磯
尋
高

新
磯
尋
高

櫻
井
尋
高

宮
城
野
尋
高

大
根
尋
高

初
聲
尋
高

依
知
尋
．
高

肺
師
附
属

鎌
倉
第
二

谷
本
尋
高

上
溝
尋
高

鶴
嶺
尋
高

國
府
尋
高

久
里
濱
尋
高

早
州
尋
高

義
胤
尋
高

中
和
由
毒
高

●

一
亀

●

ー
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w宅∫，」

ザ

　
叫
裾
の
家
み
た
雪
に
塊
も
れ
で
さ
や
か
に
見
ゆ
る
日
の
」
丸
の
旗
，

　
見
る
た
び
に
昔
を
し
の
ぶ
田
舎
家
の
草
家
を
う
つ
む
春
の
白
雪

遠
近
に
緑
も
映
え
て
面
白
ぐ
雪
の
あ
し
光
の
山
あ
ぴ
⇔
家
　
㌧

刈
り
と
つ
↓
わ
ら
北
て
ふ
き
し
大
屋
碧
雪
そ
つ
も
り
て
お
も
た
げ
覧
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

い
つ
毒
も
降
り
績
く
雪
今
日
も
亦
田
箆
と
も
灯
も
底
冷
え
て

か
け
わ
ら
に
雪
ぞ
積
り
て
静
か
な
る
家
よ
り
も
る
」
ほ
入
え
み
の
聲

降
れ
る
雪
何
時
し
か
や
み
て
室
晴
れ
ぬ
朝
日
に
は
ゆ
る
里
の
家
々

初
日
の
出
生
氣
満
ち
た
り
賊
が
家
の
軒
端
に
仰
く
嶺
の
自
雪

雪
や
ん
で
わ
ら
や
の
軒
に
ひ
ら
く
と
光
り
き
ら
め
く
日
の
丸
の
旗

賎
が
家
の
煙
の
出
口
三
日
月
に
残
り
て
つ
も
る
里
の
大
雪

雪
の
布
見
事
に
は
つ
た
田
の
上
に
鍬
立
入
れ
て
は
春
法
つ
農
夫

　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
・
其
　
　
…
　
他

見
る
か
ぎ
り
し
ろ
が
ね
色
の
山
里
に
小
鳥
群
れ
と
ぶ
朝
ぼ
ら
け
哉

小
庭
邊
に
ふ
り
積
り
た
る
白
雪
に
目
の
照
り
映
へ
て
子
等
の
遊
べ
る

淡
雪
の
積
れ
る
松
の
下
根
に
は
や
ぶ
か
う
じ
の
實
あ
か
く
か
し
つ
く

い
炭
作
る
か
ま
の
煙
の
棚
び
き
て
我
里
和
む
雪
景
色
か
な
、
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風
塞
む
み
子
を
負
ぴ
つ
れ
て
人
妻
の
里
訪
ね
來
る
春
の
淡
雪

‘
降
る
雲
に
ま
ろ
び
な
が
ら
も
愛
し
子
は
教
へ
の
道
を
忘
・
れ
ざ
り
け
り

こ
賎
が
家
の
戸
洩
れ
の
吹
雪
塞
け
れ
ど
ほ
だ
火
を
園
む
親
亘
子
安
け
し

　
日
の
丸
の
御
旗
ひ
ら
め
く
山
里
の
賎
家
の
家
屋
に
雪
ゆ
た
か
な
り

大
野
第
二
尋
高

御
所
見
尋
高

南
下
浦
尋
高

゜
鵠
　
沼
　
尋

長
井
尋
高

“
片
瀬
尋
高
゜

↑
牛
原
尋
高

比
々
多
尋
高

小
田
原
第
一

東
秦
野
尋
高

田
名
尋
高

牧
郷
代
表
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倉

一
白
千
山
葺
碧
弩
南
村
北
里
璽
玲
璃
園
家
勘
酒
昇
平
日
迭
奮
迎
新
銀
屋
申
　
　
　
　
　
　
　
武

松
樹
堆
銀
瑞
霧
中
早
梅
胃
雪
綻
南
叢
燈
々
茅
舎
炊
煙
籏
正
是
天
恩
普
不
窮
　
　
　
　
　
　
　
　
坪

六
花
埋
巷
栢
。
一
白
暁
光
妖
。
朧
変
如
鋪
玉
籠
梅
似
桂
綿
。
砕
氷
挑
美
茶
。
踏
雪
汲
塞
泉
喜
此
豊
年
瑞
遙
懐
朔
北
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

山
の
端
も
」
田
の
面
も
な
べ
て
白
妙
の
鴛
に
み
の
り
の
瑞
兆
か
く
し
ず
て
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（12）武相教育■三十八第

小
學
校
兄
童

輔
轟
警
徒

一、二
、
課

類題

作
品
募
集

和
歌
．

俳
句
．

紀
元
節
．

鷹
募
規
定

雛
童
誰
．祭

一
、
十
學
級
以
下
の
學
校
は
和
歌
、
俳
句
、
童
謡
各
一
鮎
宛

　
　
二
十
學
級
以
下
各
二
鮎
宛
、
二
十
一
學
級
以
上
各
三
鮎
宛
の
割

二
、
學
校
名
、
學
年
、
氏
名
明
記
の
事
i
　
　
　
　
　
、

三
、
締
切
日
　
　
二
月
末
日

四
、
優
秀
作
品
は
武
相
教
育
誌
上
に
愛
表
す

棘
奈
川
縣
教
育
會

　　

@
武
相
教
育
編
輯
部

◇

◇

◇

◇

廣
告
料
金
（
原
稿
〆
切
は
毎
月
五
日
）

普
通

一
　
頁
　
拾
圓
牛
頁
五
圓

四
分
ノ
一
頁
参
圓

表
紙

一
頁
拾
五
圓

連～

ﾑ
相
胸
載
の
坦
珊
合
は
特
別
割
引
す

一
冊
一
拾
銭
郵
税
五
厘

定
債

宇
ケ
亙
五
＋
銭

万
璽

一
ケ
年
　
壼
　
圓
　
’

◇

◇

◇

◇

昭
和
八
年
七
月
二
十
七
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
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昭
和
＋
二
年
二
月
＋
五
日
登
行
（
毎
月
＋
五
日
登
行
）
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